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　　　明治天皇 / 総裁 : 秋篠宮皇嗣殿下 / 会長 : 有馬朗人 / 理事長 : 炭谷茂 /福岡県支部会長:小川洋

●生活困窮者を済(すく)う

●医療で地域の生(いのち)を守る、

●医療と福祉、会を挙げて切れ目のないサービスを提供

■済生会飯塚嘉穂病院

済生会は、明治天皇が医療によって生活困窮者を救済しようと明治44(1911)年に設立しました。

100年以上にわたる活動をふまえ、次の三つの目標を掲げ、日本最大の社会福祉法人として全職員約62,000人が40都道府県で医療・

保健・福祉活動を展開し、全国で病院82の他、保健福祉施設等を含めて計391施設を運営しています。

済生会は、社会福祉法人並びに公的医療機関として急性期医療のみならず回復期、慢性期等のケアミックス医療を提供し、さらに過疎

医療や救急医療、生活困窮者支援等の地域医療を守ることを使命としています。

当院の急性期患者は軽傷から中等症が中心であり、緊急手術を要する重症患者の受入れは多くありません。当院に求められる機能とし

ては、高度急性期を担う飯塚病院をはじめとした地域の医療施設から紹介患者や救急患者をタイムリーに受入れ、在宅復帰に向けたリ

ハビリ等の回復期機能を充実させることだと考えており、地域包括ケアシステムの拠点病院・地域連携の「Hub病院」として機能する

ことだと考えています。

平成19年4月、福岡県立嘉穂病院から済生会が経営移譲を受けて開設しました。高度急性期を担う済生会福岡総合病院との機能連携を

図る観点から「福岡第二病院」という名称で発足し、主に高齢者の慢性疾患や回復期機能の充実、救急医療体制の強化に取り組んでき

ました。(平成23年、新築と同時に「飯塚嘉穂病院」に改称)
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■糖尿病の診療状況について

＜認定施設＞
・日本糖尿病学会認定教育施設

＜糖尿病センター＞
・糖尿病専門医 ３名(担当医は計６名）
・糖尿病療養指導士 １７名
（看護師 ７名、薬剤師 ２名、栄養士 ４名、検査技師 １名、理学療法士 ３名）

※糖尿病教室の開催…毎週２回、10名程度/回

＜糖尿病患者数＞
・糖尿病外来患者平均 900名／月
・糖尿病入院患者 140名／H29年度

※糖尿病入院患者の状況を参照ください。川病入院患者の受入状況
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■特定健診結果: 耐糖能異常頻度 県内地域別ランキング[H23]

福岡県内では筑豊地区（飯塚市・嘉麻市）が断トツで第一位！
かつて石炭産業で栄えた筑豊地区の炭鉱労働者が甘いものを
好んだことに起因しているかもしれません？
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血糖値が高いとヘモグロビンが高い



江戸時代、
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を、京・大
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街道沿道
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ほか、菓子
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たため、全
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名な銘菓
が生まれ、
長崎街道
は砂糖の
道「シュ
ガーロー
ド」とも呼ば
れました。

原料
の砂
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容易
く手
に入
りや
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地理
的条
件が
整っ
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たこ
とに
も起
因？

千鳥屋・さかえ屋・吉野堂

直方成金饅頭

江戸時代、海外との唯一の窓口であった出島に荷揚げされた砂糖
は、長崎から小倉へと続く長崎街道を通り、京・大坂、江戸へと運
ばれました。街道沿道は菓子作りの原料の砂糖が入手しやすく、全
国的にも有名な銘菓が生まれ、長崎街道は砂糖の道「シュガーロー
ド」とも呼ばれました。

■飯塚は、長崎街道(別名:シュガーロード)の宿場町でした。

マルボーロ
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■糖尿病入院患者実数：全国 （人口10万人あたり糖尿病患者数）

患者数（人）
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福岡県は全国2位の糖尿病患者
を診療しています。

出典（使用データ）

糖尿病患者：厚労省中医協平成29年度DPC導入の影響評
価にかかる調査「退院患者調査」
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000196043_00001.html

人口推計：総務省統計局 人口推計結果の概要Ⅱ各年10月
1日現在人口 平成29年
https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2.html



■糖尿病入院患者状況：福岡県（地域構想区域別） 人口10万人あたり

患者数（人）
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糖尿病患者の多い福岡において
飯塚地区は患者数は最多です。

出典（使用データ）

糖尿病患者：厚労省中医協平成29年度DPC導入の影響評
価にかかる調査「退院患者調査」
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000196043_00001.html

人口推計：福岡県住民基本台帳月報平成29年度3月
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/juki-jukigeppou.html
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・対象期間…H26年～H29年
・対象患者…一般病床受入れ患者

※使用データ：厚労省 DPC導入の影響評価にかかる調査「退院患者調査」の結果報告。

なお、厚労省データには、地域包括病棟に転棟した患者のデータが含まれていないため、
自院の統計データを一部使用し資料を作成。

患者数（人）

■糖尿病入院患者の受入状況【飯塚・田川医療圏】
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患者数（人）

病床規模が異なるため100床あたりの患者数に補正。

当院は近隣医療機関に比べて、糖尿病の医療提供実
績は高いと言えます。

■糖尿病入院患者の受入状況【飯塚・田川医療圏】※100床あたり



無料低額診療事業

社会福祉法に定められている、第二種社会福祉事業
で、経済的な理由で医療費が支払えない方に対して
医療費自己負担分を減額・免除する制度です。

生活困窮者支援事業「なでしこプラン」
支援の対象を拡充して生活困窮者に対する

無償の支援事業を幅広く展開しています。

・ホームレスに対する巡回健診事業

・DV被害者に対する医療的側面での支援事業

・在留外国人 〃

・刑余者に対する健診事業

■無料低額診療事業・生活困窮者支援事業の取組みについて
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全国市町村の中でも生活困窮者が多い
地域の中で、無料低額診療事業・生活
困窮者支援事業ともに対象者を広げて
おり、こうした活動を通じて、地域医
療に貢献することが済生会の使命と考
えています。
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生活困窮者支援事業（なでしこプラン）対象者無料低額診療事業

地域の公民館等への出前健康相談(健康
測定)・無料低額診療事業の出張相談・
更生保護施設医療支援等



平成23年、筑豊地区で最初の緩和ケア病床(20床)を開設。

平成24年、緩和ケアセミナーを開催。(以降、年2回開催)

平成25年、日本緩和医療学会認定研修施設

園芸や傾聴ボランティア活動

平成28年、遺族会「思い出を語る会」発足

平成29年、日本医療評価機構の機能評価「療養環境整備」で【S】評価を取得

日本ホスピス緩和ケア協会認証施設

平成30年、ホームページに緩和ケア病床の空床情報掲載（毎日更新）

緩和ケア病棟入院料1を算定(暫定期間終了後の継続申請)

令和元年、 緩和ケア診療加算(個別栄養食事管理加算)を算定

■緩和ケアの取組みについて

緩和ケア病棟の全ての部屋が庭に面しており、ベッドのま
ま庭に出ることができ、ペット療法や園芸療法も可能で
す。緑あふれる自然に囲まれて、穏やかな癒しの時間を過
ごせる環境です。

■患者割合…飯塚医療圏80%、福岡市等の周辺地域20%

■稼働率…86%、平均在院日数…50日
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■紹介元

2017年度 2018年度 2019年度

飯塚病院 14 15 23

飯塚市立病院 14 12 16

九州がんセンター 10 12 4

九州大学病院 6 6 4

社保田川病院 9 5 5

筑豊地区他病院 4 7 10

開業医 4 4 9

県内他病院 6 10 12

県外病院 2 0 1

介護福祉施設 4 4 3

院内(外来) 16 29 28

計 89 104 115

■患者居住地

2017年度 2018年度 2019年度

飯塚市 53 49 63

嘉麻市 8 13 20

桂川町 5 11 15

田川郡 13 6 5

田川市 3 10 3

直鞍地区 3 5 5

福岡市 0 5 2

県外 3 0 2

その他 1 5 0

計 89 104 115

■緩和ケア病棟の入院相談の状況(受入れルート)
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当施設のポリシーは、患者本人とご家族の意向を尊重しつつ、様々な癌種の患者様に自分らしい終末を穏やかに
迎えられる医療と看護を提供することです。紹介元は地場医療機関が中心ですが、九州がんセンターや九大病院
等の県内広域に及んでおり、住み慣れた地元に戻り緩和医療を希望される方の受け皿となっています。今後も飯
塚医療圏の病院・施設と連携を図りながら、緩和ケア医療の一層の充実に取り組みます。

12



飯塚医療圏の将来推計人口(人)

18万人
33.7%
65才以上ﾋﾟｰｸ

22.9%
75才以上ﾋﾟｰｸ

13万人

高齢化の進展に伴い、2040年頃まで多死社会が続くと言われています。病床数が減少する中で
老人施設での「看取り」が上昇傾向で、施設職員に対する教育や支援体制が不可欠となっており、
”施設看取り”が大きな地域課題となっています。

■ターミナル期の患者との向き合い方 (患者本人や家族に対する身体的・精神的ケア)
■職員に対するメンタルサポート ■エンゼルケア(死後処理・お見送り)等

13

■緩和ケア医療の地域課題



■運用開始 … 2019年10月

■受付時間 … 月曜日～金曜日 8時30分～17時

■相談方法 … フリーダイヤル回線 [済生会地域包括ケア連携士]

■活動内容 … 当院の認定看護師の専門知識や経験を生かして、施設の課題

に関して、アドバイスや研修等の支援活動に取り組む。

(「緩和ケア」・「感染管理」・「糖尿病看護」等のサポート)

■実績 … 第1号の取組みは昨年11月～今年1月にかけて、福祉施設(特養)

の職員延べ18名を研修職員として受入れ、バイタル測定や状態

観察等の見学や看取りの流れ、エンゼルケア等について研修を

行った。

■運用開始 … 2018年5月

■受付時間 … 月曜日～金曜日 8時30分～17時

■相談方法 … フリーダイヤル回線 [済生会地域包括ケア連携士]

■相談内容 … 「看取り」に関する疑問や不安等、施設が抱える課題であれば

何でも相談を受け付ける。

■相談件数 … ２９件 (相談内容別件数)

施設関係者向け医療相談窓口「なでしこホットライン」

施設関係者向け支援活動「なでしこネットワーク」
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